
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

名前
 



＜モノローグ＞ 

学園
がくえん

の生徒
せ い と

たちのあいだで、奇妙
きみょう

なウワサが流
なが

れていた。 

その真相
しんそう

を解
と

き明
あ

かすため、名探偵
めいたんてい

あま莉
り

が動
うご

き出
だ

す！ 

果
は

たして 5 つの不思議
ふ し ぎ

の正 体
しょうたい

とは——？ 

事件
じ け ん

の真相
しんそう

にたどり着
つ

くには、 

表
ひょう

の中
なか

にある「仲間
な か ま

はずれ」をみつけなければならない。 

今回
こんかい

、 表
ひょう

にある式
しき

４９個
こ

は、３種類
しゅるい

から５種類
しゅるい

のあまりになる。 

その中
なか

から、あまりが５個
こ

しかない式
しき

をみつけて下
した

の（   ）に書
か

こう。 

 

＜例
れい

＞あまりが１の式
しき

と、あまりが２の式
しき

にまじって５つだけあまりがない 

 

 

 

 

8÷7 ５÷４ 21÷4 6÷6 42÷8 11÷3 51÷7 

9÷8 55÷6 5÷2 1÷1 38÷4 32÷6 27÷5 

9÷4 73÷8 12÷4 20÷4 25÷5 50÷8 20÷6 

仲間
な か ま

はずれの式
しき

は（ 6÷6  ）,（ 1÷1  ）, 

（ 12÷4  ）,（  20÷4   ）,（ 25÷5  ） 

 



＜Ep１：音楽室
おんがくしつ

『消
き

えた答
こた

えのメロディ』＞ 

放課後
ほ う か ご

の音楽室
おんがくしつ

。黒板
こくばん

には、まるで楽譜
が く ふ

の 

ように式
しき

が並
なら

んでいた。あま莉
り

はピアノの 

前
まえ

に座
すわ

り、ひとつひとつ式
しき

を弾
ひ

いて調
しら

べていく。 

「ひとつだけ、音
おと

がずれてる……このあまり、 

何
なに

かおかしいわね」すると、ピアノの中
なか

から 

古
ふる

びた数式
すうしき

のメモがひらりと落
お

ちた。 

式
しき

のあまりは３種類
しゅるい

、５つしか仲間
な か ま

がいないあまりの式
しき

を探
さが

そう。 

 

8÷7 8÷8 35÷7 6÷5 24÷8 7÷2 6÷2 

21÷5 63÷9 10÷3 1÷1 36÷4 31÷6 25÷5 

10÷1 73÷8 13÷4 4÷4 25÷6 32÷8 19÷2 

63÷7 18÷6 41÷5 5÷4 50÷6 64÷7 17÷4 

54÷9 25÷8 30÷6 4÷1 21÷3 10÷4 36÷9 

17÷5 74÷8 22÷3 55÷6 37÷6 26÷4 25÷4 

16÷3 55÷9 5÷1 64÷9 3÷2 12÷3 18÷9 

仲間
な か ま

はずれの式
しき

は（         ）,（         ）, 

（        ）,（         ）,（         ） 

 



＜Ep２：美術室
びじゅつしつ

『動
うご

きだす計算
けいさん

の肖像画
しょうぞうが

』＞ 

美術室
びじゅつしつ

の片隅
かたすみ

に飾
かざ

られた 1枚
まい

の絵
え

その中
なか

には 

数式
すうしき

が隠
かく

されていた。夜
よる

になると絵
え

の中
なか

の式
しき

が 

表 情
ひょうじょう

を変
か

えるという。あま莉
り

は懐中電灯
かいちゅうでんとう

を 

当
あ

てながら、静
しず

かに“動
うご

く式
しき

”を見
み

つめた。 

その絵
え

には、かつての天才
てんさい

生徒
せ い と

の 

名
な

前
まえ

が小
ちい

さく刻
きざ

まれていた。 

式
しき

のあまりは３種類
しゅるい

、５つしか仲間
な か ま

がいないあまりの式
しき

を探
さが

そう。 

 

46÷5 9÷1 17÷8 1÷4 16÷3 22÷5 28÷3 

6÷4 26÷5 51÷7 26÷8 64÷9 2÷5 42÷8 

73÷9 56÷6 84÷9 34÷8 2÷8 17÷2 27÷5 

11÷5 4÷2 57÷8 22÷4 6÷1 49÷8 13÷2 

5÷4 22÷7 34÷4 26÷3 45÷6 8÷1 26÷6 

10÷1 33÷4 13÷3 18÷5 41÷8 1÷7 5÷1 

5÷3 33÷6 2÷2 49÷6 25÷6 43÷7 52÷7 

仲間
な か ま

はずれの式
しき

は（         ）,（         ）, 

（        ）,（         ）,（         ） 

 



＜Ep３：階段
かいだん

『落書
ら く が

き階段
かいだん

のナゾ式
しき

事件
じ け ん

』＞ 

階段
かいだん

の壁
かべ

に 現
あらわ

れる謎
なぞ

の式
しき

。日 中
にっちゅう

は見
み

えず、 

夕方
ゆうがた

だけ浮
う

かび上
あ

がるという。あま莉
り

は 

日差
ひ ざ

しの角度
か く ど

を計測
けいそく

し、手鏡
てかがみ

で 光
ひかり

を反射
はんしゃ

 

して調査
ちょうさ

を始
はじ

めた。「この式
しき

……隠
かく

されて 

いたというより、“見
み

せたかった”のね」 

調
しら

べるうちに、同
おな

じ場所
ば し ょ

で式
しき

をなぞる足跡
あしあと

が見
み

つかった。 

式
しき

のあまりは４種類
しゅるい

、５つしか仲間
な か ま

がいないあまりの式
しき

を探
さが

そう。 

 

 

47÷9 12÷3 5÷5 2÷3 11÷1 64÷7 3÷4 

55÷6 45÷6 27÷3 3÷1 20÷9 18÷9 5÷3 

11÷9 24÷6 18÷4 54÷9 18÷2 6÷2 52÷7 

9÷1 27÷8 15÷3 16÷2 43÷6 28÷7 9÷7 

17÷2 65÷7 51÷6 58÷7 23÷5 25÷3 50÷8 

40÷8 6÷3 10÷7 49÷7 31÷4 44÷7 11÷8 

24÷7 2÷2 0÷2 30÷4 40÷5 48÷8 6÷1 

仲間
な か ま

はずれの式
しき

は（         ）,（         ）, 

（        ）,（         ）,（         ） 

 



＜Ep４：保健室
ほけんしつ

『心拍
しんぱく

とリンクする答
こた

え』＞ 

ある生徒
せ い と

の健康記録表
けんこうきろくひょう

。そこに書
か

かれていた 

計算
けいさん

式
しき

が日
ひ

によって変化
へ ん か

していた。あま莉
り

は 

脈 拍 計
みゃくはくけい

を手
て

に、式
しき

と鼓動
こ ど う

の関係
かんけい

を確
たし

かめる。 

「ドクン……この式
しき

、本当
ほんとう

に動
うご

いてるの？」 

式
しき

の変化
へ ん か

と日記
に っ き

の記録
き ろ く

が、不思議
ふ し ぎ

な一致
い っ ち

を 

見
み

せていた。 

式
しき

のあまりは４種類
しゅるい

、５つしか仲間
な か ま

がいないあまりの式
しき

を探
さが

そう。 

 

10÷1 67÷8 37÷9 26÷5 36÷4 7÷4 12÷6 

36÷7 2÷1 15÷6 3÷2 31÷4 38÷5 57÷7 

73÷9 52÷5 15÷3 15÷4 31÷7 15÷7 1÷6 

13÷3 11÷5 9÷1 35÷4 0÷3 16÷3 3÷3 

0÷1 64÷9 25÷8 17÷8 49÷7 14÷7 74÷8 

11÷4 45÷6 46÷9 26÷4 3÷1 21÷3 22÷3 

14÷3 66÷8 8÷1 17÷4 27÷3 18÷5 64÷8 

仲間
な か ま

はずれの式
しき

は（         ）,（         ）, 

（        ）,（         ）,（         ） 

 



＜Ep5：校長室
こうちょうしつ

『“最後
さ い ご

のノート”と消
き

された式
しき

』＞ 

校長室
こうちょうしつ

の棚
たな

の奥
おく

から見
み

つかった、古
ふる

びたノート。 

そこには数
すう

式
しき

とともに、最後
さ い ご

の 1 つだけ答
こた

えが 

消
き

されていた。あま莉
り

は机
つくえ

に向
む

かい、ノートに 

残
のこ

された“遺言
ゆいごん

”を読
よ

み解
と

いていく。 

やがて彼女
かのじょ

は、校長
こうちょう

が残
のこ

した 

最後
さ い ご

の“謎
なぞ

かけ”にたどり着
つ

く。 

式
しき

のあまりは５種類
しゅるい

、５つしか仲間
な か ま

がいないあまりの式
しき

を探
さが

そう。 

 

12÷9 8÷1 3÷2 51÷6 31÷6 66÷9 65÷7 

0÷3 17÷7 20÷9 33÷5 58÷8 32÷5 16÷2 

60÷7 49÷9 7÷6 54÷9 6÷4 27÷8 40÷6 

11÷8 38÷4 15÷2 10÷1 74÷9 15÷3 28÷5 

40÷8 66÷8 59÷8 9÷6 16÷7 64÷9 2÷3 

43÷5 19÷5 9÷3 19÷2 13÷5 26÷4 20÷6 

36÷8 1÷3 63÷7 31÷4 30÷7 2÷1 3÷6 

仲間
な か ま

はずれの式
しき

は（         ）,（         ）, 

（        ）,（         ）,（         ） 

 



＜エピローグ：『５つ目
め

の謎
なぞ

』＞ 

すべての“不思議
ふ し ぎ

”を見
み

抜
ぬ

いたあま莉
り

は、静
しず

まり返
かえ

る校舎
こうしゃ

の屋上
おくじょう

から階段
かいだん

を

おり、古
ふる

い学園
がくえん

日誌
に っ し

をそっと閉
と

じた。 

最後
さ い ご

のページの裏
うら

には、手
て

書
が

きで 

こう記
しる

されていた。 

『遊
あそ

び 心
ごころ

こそ、学
まな

びの原点
げんてん

』 

あま莉
り

は小
ちい

さく微笑
ほ ほ え

み、 

ぽつりとつぶやいた。 

「ふふっ……やっぱりこの学園
がくえん

、 

ただの学校
がっこう

じゃないわね。」 

風
かぜ

が吹
ふ

き抜
ぬ

け、日誌
に っ し

のページが 

ひとりでにめくれる。 

そこには、誰
だれ

も知
し

らない 

“第
だい

6の式
しき

”が静
しず

かに眠
ねむ

っていた。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


